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伴侶動物外科学

①外科代謝栄養学

②肝胆膵

③低侵襲外科

小動物獣医療における外科代謝栄養に基づいた新規治療法の模索
研究の概要・特徴
私は、これまで自分で多くのサプリメントやフードを開発してきました。
代表例は、ベジタブルサポート®各種、Vercure®各種、ストマックケア、ストマックケア低脂肪、Rescureなどです。これらのサプリメント
やフードは、私の臨床経験と研究から生み出されたものです。このように臨床に即したフードやサプリメントを開発し、研究しそして販売す
るという一連の流れをすべてやっております。

研究の大きなテーマは、小動物医療における外科手術をより低侵襲にそしてより早期に回復するような治療法の模索です。

代表的な研究テーマは
１．外科代謝栄養学に基づいたフードやサプリメントの開発
　　動物モデルと臨床例を用いて、サプリメントやフードの開発を行っています。
２．人工透析モデルの開発
　　豚を用いたQB200を確保するモデルを作成する技術があります。
３．低侵襲外科を行うための新規器具の開発
　　腹腔鏡用のトロッカーや手術器具を開発し、臨床例などで使用しております。
４．統合医療の啓蒙と治療評価
　　統合医療は、西洋医学ではない医療を総括して表現するものです。
　　統合医療の中でもオゾン療法やキセノンライトを用いた抗腫瘍治療などを動物モデルなどで正しく評価することを
　　行っています。

   

産業界等へのアピールポイント（用途・応用例等）
獣医業界は、非常に狭い分野ですが、幅広い研究を行っています。
私自身が会社を経営していた経歴もあり、研究をして新しいものを生み出し、そしてそれを世に出すという一連の流れを自分自身で持ってい
ます。
また、Youtubeもやっており、獣医関係者がメインですが4500人を超えるチャンネル登録者もいます。
「Dr.Torisuの獣医臨床大学」
https://www.youtube.com/channel/UCTXN4JUQ-1ZZhlp9J6pDtag

また、動物モデルの作成でお困りの方もお声がけください。
卓越した技術とこれまでの経験から、豚を用いた新規モデル作成などにもご協力できるかもしれません。
もし、気になったらお声がけください。
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